
　　　　　　　　　　　　　　　　   令和 3 年 9 月 29 日（水）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
午前 10 時 30 分～

１．あいさつ

２．発表内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        ページ

　　　（１）【安心して療養するために】

　　　　　　　　新型コロナウイルス感染に伴う自宅療養者への支援・PCR 簡易検査キットの配布

　　　（２）【県北初！市民の命を繋ぐ救急・消防体制】

　　　　　　　『搬送待機ステーション』の設置と隊員装着資器材の個人貸与

　　　（３）【コロナ禍での事業活動をより安心して行うために】

　　　　　　　市内事業者の換気対策などを支援します！

　　　（４）新型コロナウイルスワクチン予約・接種状況

　　　（５）【深谷市独自の３段階調査の結果】

　　　　　　　深谷市ヤングケアラー支援のスタート

３．その他

　　　（１）小惑星「Shibusawaeiichi（渋沢栄一）」命名決定にかかる報告会

　　　（２）10 月からデザインが変わるごみ収集車両を西玄関前に展示

次回日程　定例記者会見　　　　　

　　　　　会場：市長公室

　　　　　日時：令和 3 年 10 月 27 日（水）午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分

市長定例記者会見次第

1

3

5

6

7



 

安心して療養するために 

新型コロナウイルス感染に伴う自宅療養者への支援・ 

ＰＣＲ簡易検査キットの配布 
 
■ 目的等 
新型コロナウイルスに感染し、自宅療養される方やその同居され

る家族が安心して療養生活を過ごすために、食料品や日用品を無償

で提供するなどの生活支援を実施します。 
また、新型コロナウイルス感染症の早期の発見および、その後の

対応につなげることを目的として、ワクチン接種の対象にならない
１２歳未満の子どもの希望者に対し、『ＰＣＲ簡易検査キット』を無
償で配布します。 
 
■ 開始日 

１０月１日（金） 
 
■ 概要および実施主体 

・自宅療養者等に対する生活支援 
【実施主体／深谷市社会福祉協議会】 
①食料品支援 

自宅療養している感染者及び同居家族へ５日分の食料を届け

ます 

②日用品支援 

自宅療養者（陽性者）のいる世帯へ届けます 

③ゴミ回収支援 

自宅療養でゴミ出しが出来ないかたを対象に週１回、可燃ゴ

ミの回収を行います 

④パルスオキシメーターの貸し出し 

自宅療養者（陽性者）に対しパルスオキシメーターを貸し出

します 

⑤キャンピングカー（療養スペース）の貸し出し 

感染された方（陽性者）と感染されていないかた（濃厚接触

者）の居住スペースを分けることが難しい世帯への支援とし

て、療養スペースとしてキャンピングカーを貸し出します。 
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・ＰＣＲ簡易検査キットの配布 

   【実施主体／福祉政策課】 

１２歳未満の希望者を対象に無償配布（１人１回限り） 

 
■予算額 
１２７，２７６千円 
（内 訳） 
委託料：７８，６９４千円（深谷市社会福祉協議会への委託費） 
消耗品費：４６，８６０千円（ＰＣＲ簡易検査キット購入費） 

  印刷製本費：７００千円（周知用チラシ） 
  人件費等：１，０２２千円（会計年度任用職員） 
 
■ 問い合わせ先 

深谷市役所福祉健康部 福祉政策課 ☎048‐568‐5041 



県北初！市民の命を繋ぐ救急・消防体制 
『搬送待機ステーション』の設置と 

隊員装着資器材の個人貸与 

 
【『搬送待機ステーション』の設置】 
■ 目的等 
新型コロナウイルスの急激な感染拡大により、救急車の搬送先が

すぐに決まらない『救急搬送困難事案』が全国的な問題となってい

ます。救急搬送困難事案では、救急車内待機が長時間となり、酸素

吸入が必要な場合などでは救急車の酸素ボンベが足りなくなること

も想定されます。また、一度出動した救急車は、長時間に渡り次の

救急要請に対応することが不可能となります。 
今後、さらなる感染が拡大した場合でも安定した救急サービスを

提供するため、救急体制の充実・強化を図るものです。 
   

 
■ 『搬送待機ステーション』とは 
感染症対策用の陰圧式エアーテントを消防本部の屋内錬成場内に

設置し２人分の患者を収容するための簡易ベッド、安定した酸素吸
入を行うための酸素ボンベ、患者の血中酸素濃度や脈拍など、容体
を把握するためのベッドサイドモニターなどを配置し、新型コロナ
ウイルス陽性患者の搬送先が長時間決まらない場合、一時的な待機
場所として運用するものです。 
 
■ 運用開始時期 
１１月中に開始予定 

 
■ 設置場所 

深谷市消防本部 屋内錬成場（訓練場）内 
 
■ 効果 
陰圧式のエアーテントであるため、テント内部の空気が外部に拡

散されることなく、安定した酸素吸入が可能となるほか、患者のト

イレ確保問題の解消、救急車内での長時間待機による不安感の軽減

などが期待できます。また、患者がステーション内で待機する間、

救急車は他の救急要請にも対応が可能となるなど、さらなる救急体

制の充実・強化が図れるものです。 
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■予算額 
１２，１１４千円 
【内訳】 
消耗品費：１５４千円（飛沫拡散防止カバー購入） 

  委託料：２２０千円（特別管理産業廃棄物運搬及び処理） 
  備品購入費：１１，７４０千円（エアーテント、酸素ボンベ等

購入） 
 
 
【隊員装着資器材の個人貸与】 
■隊員装着資器材整備 

火災や水難救助等の災害現場で、隊員が使用する空気呼吸器の面

体マスクや潜水用マスク及びスノーケル等の資器材は、隊員の口等

に直接触れる資器材でありながら、複数の隊員で共用しているのが

現状です。 
隊員間での新型コロナウイルス感染拡大を防止するため、個人に

貸与する資器材を整備します。 
 
■予算額 

８，８１１千円 
【内訳】 
消耗品費：２７５千円（マウスピース、タイラップ購入） 

  備品購入費：８，５３６千円（面体マスク、潜水用マスク、ス

ノーケル購入） 
   
■ 問い合わせ先 

【搬送待機ステーションについて】 
深谷市消防本部 警防課 ☎048‐571‐0914 
【隊員装着資器材の個人貸与について】 

 深谷市消防本部 消防総務課 ☎048‐571‐0900 



コロナ禍での事業活動をより安心して行うために 
市内事業者の換気対策などを支援します！ 

 
■目的等 

新型コロナウイルス感染症の感染防止対策と事業活動の両立に

おいて、店舗や事業所の換気対策が有益と考えられています。そこ

で、換気設備の導入と、発熱者を確認し注意を促すためのサーマル

カメラの購入などについて支援し、経済活動の継続性を図ります。 
 
■事業の概要 
・対象者 
深谷市内において営利を目的とした事業を営んでいるかたで、

市内に事業所等を有しているかた。 
・支援内容 

  対象の工事及び備品購入に対し補助金を支給します。 

ア）対象の工事 外気と内気の空気の入れ替えを目的とする次

の工事 

①換気扇等整備 

②窓・網戸の整備 

イ）対象の備品 換気対策の効果確認及び事業所等にウイルス

ガ入るのを防ぐための備品 

①二酸化炭素濃度測定器 

②サーマルカメラ、アルコール消毒器 など 

・補助内容 

補助率１／２（限度額：工事 上限５０万円 下限５万円、備品

購入：上限１０万円 下限５千円） 

・補助対象期間 １０月１日（金）～令和４年３月１８日（金） 

・申請期間 １０月１５日（金）～令和４年２月２８日（月） 

・申請方法 申請書のほか必要書類を商工振興課まで（郵送可） 

 

■予算額 

１２，８１７千円 

（内 訳） 

補助金：１２，０００千円（工事：５０万円×２０件、備品購入：

１０万円×２０件） 

人件費：８１７千円（会計年度任用職員） 
 
■問い合わせ先 

深谷市役所産業振興部 商工振興課 ☎048‐577‐3409 
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■ 接種率について

・ 接種状況 ５月２２日～９月２６日

※全年齢の人口　１４２，８０３人（令和３年１月１日現在）

■ 受験生への優先接種枠を設定

1 中学校３年生を対象とした優先接種

１０月に専用接種日を設定し、すでに予約受付を終了しています。

2 高校３年生を対象とした優先接種日

と　き：１回目　１０月　９日（土）午後１時３０分～４時３０分

　　　　２回目　１０月３０日（土）午後１時３０分～４時３０分

ところ：岡部公民館

3 深谷市接種会場の接種体制の強化

・個別接種会場の追加

深谷赤十字病院について、平日の夜間の時間帯と土曜日に接種日を設定

・集団接種会場の拡充

土曜日・日曜日の接種日を追加し、１０月～１１月の接種日を増設

4 上記２．３の予約開始日時

９月２７日（月）午前８時３０分から予約受け付け開始済み

5 その他

優先接種体制については、妊婦の方に対しても、かかりつけ産婦人科等での接種

体制を整備し、妊婦の夫またはパートナーに対しても専用接種日を設定しており

ます。

61,983 43.40

令和3年9月29日

新型コロナウイルスワクチン予約・接種状況

92.02

90.36

接種率（％）接種

１回目

２回目

接種者数（人）

38,517

37,825

６５歳以上 全年齢（１２歳未満も含む）

接種者数（人） 接種率（％）

74,345 52.06

　深谷市では、新型コロナウイルスワクチン接種について、優先的な接種に配慮が必要な
かたに、早期に接種ができるよう取り組んでおり、受験を控えた中学校３年生と高校３年
生に対しても優先接種を実施します。
　また、通常の予約枠も次のとおり接種体制を拡大し、予約受け付けを開始します。
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深谷市独自の３段階調査の結果 
深谷市ヤングケアラー支援のスタート 

 
■調査の目的 
学校において『ヤングケアラー』と思われる子供を早期発見し、

教育と福祉が連携して、『ヤングケアラー』やその家族を支援する仕

組みを構築し、確実に支援につなげます。 
 
■調査の特徴 

深谷市の調査の特徴として、国や県と異なり、３つの段階で調査

を実施しました。 
 第１段階は、質問項目を厳選し、答え易さに配慮したアンケート。 
 第２段階は、教員による評価シートを用いた個別のチェック。 
 第３段階は、１・２段階を踏まえた生徒へ直接の聞き取り調査。 
第１段階：アンケート調査 

市内公立中学校全生徒３，７４６人を対象に、一人一台タブレットを

用いた調査（３，５３２人が回答 回答率９４．３％） 
第２段階：評価シートでの個別のチェック（アセスメントシート） 
 担任が、アンケート調査の結果を受けて、気になる生徒の学校での生

活の様子等を個別にチェック 
第３段階：個別の聞き取り調査 

本人が行っている具体的なケアの状況や、本人が抱えている悩みや不

安について、直接の聞き取り調査 
このような段階を踏むことで、より正確な実態把握に努めました。 

 
■調査結果 
３段階での調査を行った結果『ヤングケアラーの可能性が高い生

徒』（ケアの負担が学校生活や日常生活に少なからず影響が出ている

と思われる生徒）が２７人（回答者の約０．７６％）いることが明

らかになりました。 
 
■今後の予定 

教育・福祉連携推進会議において関係各課・学校と調査結果を共

有し、ヤングケアラーやその家庭への支援方法を検討し、深谷市に

おけるヤングケアラーへの支援体制を構築していきます。 
 
■問い合わせ先 
深谷市役所教育委員会教育部 教育研究所 ☎048‐572‐9456 
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